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○全体　●セサン川　■スレポック川　▲セコン川

1957 年
○「メコン河下流域調査調整委員会」（通称「メコン委員会」）が発足。

1970 年
○メコン委員会が、「1970 年水資源開発プラン」を発表。

1978 年
○メコン委員会が、「暫定メコン委員会」として活動を継続。

1990 年
■月不詳、ドライホリン・オールドダム完成（現在は操業中止）。

1992 年
●ベトナム政府が、ヤリ滝ダムの環境影響評価（EIA）と経済性評価を実施。

1993 年
● 11 月、ヤリ滝ダムの建設が始まる（2001 年完成、2000 年タービン運転開始、2002
年正式操業開始）。

1995 年
○ 4月、カンボジア、ラオス、タイ、ベトナム政府が、「メコン河流域の持続可能な開発のための
協力協定」（「メコン河協定」）に署名。メコン河委員会（MRC）が発足。

○MRCが、第一次年次ワークプランを採択。

1996 年
●後半、大規模な洪水がセサン川沿いの村々を襲う。

1998 年
● 6月、ヤリ滝ダムの貯水池が完成。

1999 年
●この年から 2001 年にかけて、ヤリ滝ダムの放水が、ベトナムとカンボジアで死者を
ふくむ深刻な被害を引き起こす。

○ 4月、ベトナム国家水力発電計画の調査が始まる。
● 7月、アジア開発銀行（ADB）が、セサン 3ダムの建設に技術支援の贈与を決定。

▲月不詳、ホワイホダムが操業を開始。

2000 年
● 2月、NGOが「セサン・ワーキンググループ」を結成、ラタナキリ州で発生した問題
の概要をはじめて記録する。

● 3月、ヤリ滝ダムの貯水池から突然の放水があり、6人が溺死。
● 3月、ラタナキリ州のセサン川流域で大波による死者が出ているなどの報道。MRCが
調査団を現地に派遣。

● 4月、セサン 3ダムに関する EIA 報告書案が完成。
● 4月、ベトナム政府が、ヤリ滝ダムの放水被害について公式に謝罪。
● 5月、ヤリ滝ダムのタービン 4基中 2基の運転が始まる。
● 10月、ベトナム政府が、セサン 3ダムに対するADBからの事業支援は必要ないと発表。
● 10 月、「セサン川を管理するカンボジア・ベトナム共同委員会」（セサン共同委員会）
が発足。

● 12 月、カンボジア国内メコン委員会らから成る代表がヤリ滝ダムを訪問し、ベトナ
ム政府関係者と会談。カンボジア・ベトナム両国が、5項目の解決策で合意。

年表 資
料

第
4
部
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○全体　●セサン川　■スレポック川　▲セコン川

2001 年
● 7月、セサン共同委員会の第 1回会合が開かれる。
● 12 月、セサン保全ネットワーク（SPN）の結成。

2002 年
●１月、ヤリ滝ダムの操業が正式に始まる。
● 4月、セサン共同委員会の第 2回会合が開かれる。
● 6月、セサン 3ダムの建設が始まる（2005 年完成、2006 年操業開始）。
● 11 月、ベトナム工業省の職員が、ダムのために下流カンボジアで被害が出ている事
実を認め、2000 年の放水による環境社会影響に対し謝罪。

● 11 月、「ラタナキリ州セサン川流域に住む諸少数民族による共同声明」の発表。カン
ボジア政府に送付される。

2003 年
● 4月、セサン 3Aダムの建設が始まる（2006 年タービン運転開始、2007 年完成）。
● 8月、世界銀行カンボジア事務所長がラタナキリ州を訪問。住民・NGOと会合。
● 10 月、スウェーデン国際開発局（SIDA）が SPNと会合。
● 11 月、セサン共同委員会の第 3回目会合で、ベトナム首相が、「ヤリ滝ダムの放水に
よる下流への被害を回避するための首相による解決の結果」（「5つの解決策」）とい
う指示書を発行。住民・NGOが入手したのは、数年後のことだった。

▲ 10 月、セピエン・セナムノイダムの実施可能性調査の
覚書が交わされる。

● 11 月、プレイクロンダムの建設が始まる（2008 年完成予定）。
○ 11 月、MRC理事会が、メコン河支流の流域内での利用や流域外への転流に関する合同委員会
への通知の様式を承認。

■ 12 月、ブオンクオップダムの建設が始まる（2008 年完成・操業開始予定）。

2004 年
●MRCの調整によって、カンボジア・ベトナム両政府が共同でカンボジア側のセサン
川の水質調査を開始。

■スレポック川の流れや水位に異常な変化が見えはじめる。
● 1月、カンボジア側のセサン川管理委員会が廃止され、その権能は「カンボジア、ベトナム、
ラオス、タイ国境ダムおよび運河の調整に関する常設委員会」に引き継がれる。

■ 11 月、ブオントゥアスラダムの建設についてカンボジア政府がベトナム
政府から通知を受け取る（同年末建設開始、2008 年完成予定）。

● 11 月、セサン 4A調整池の建設が始まる（2008 年完成予定）。

2005 年
■乾季（1月～ 4月ごろ）の間、水位がかつてないほど低くなる。

● 1月、セサン 4ダムの建設が始まる（2010 年完成予定）。
○ 2月、「カンボジア北東部漁業フォーラム」開催。「カンボジア北東部漁業フォーラム宣言」を
発して閉幕。

● 4月、セサン 3ダムが操業を開始。
● 5月、「セサン保全ネットワークからフン・セン首相に宛てた要望書」の提出。
● 6月、水質調査が終了。水質調査に関するNGO向け協議会の開催。
● 8月、激しい洪水が村を襲い、少なくとも住民 1名が溺死。
● 8月、ベトナム政府が、セサン 4ダムの EIA 報告書案をカンボジア政府に渡す。

■ 8月、洪水が川沿いの村を襲う。
■ 9月、深刻な洪水が川沿いの村を襲う。

○ 10 月、SPNが発展解消し、「セサン・スレポック・セコン保全ネットワーク」（3SPN）が生まれる。
■ 12 月、洪水が川沿いの村を襲う。

▲ 12 月、ナムコン 3ダムの実施可能性調査に関する覚書
が交わされる。

▲月不詳、セコン 5ダムの実施可能性調査に関する覚書
が交わされる（2008年調査終了予定、2015年操業予定）。
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○全体　●セサン川　■スレポック川　▲セコン川

2006 年
■水位の異常変動が悪化し、通年で見られるようになる。

▲ 3月、セカマン 1ダムの実施可能性調査が始まる（2008
年建設開始予定）。

▲ 3月、セコン 4ダムの実施可能性調査の覚書が交わさ
れる（2008 年建設開始予定、2014 年操業開始予定）。

▲月不詳、セカマン 3ダムの実施可能性調査の覚書が交
わされる。

▲ 4月、セカマン 3ダムの建設が始まる（2010 年操業開
始予定）。

○ 5月、「セサン・スレポック・セコン保全ネットワークからフン・セン首相に宛てた要望書」の提出。
●後半、ベトナム政府が、カンボジア領での 5か所のダム事業をカンボジア政府に提案。

■ 8月、深刻な洪水が川沿いの村を襲う。
▲10月、ナムコン1ダムの建設の覚書が交わされる（2008
年建設開始予定、2013 年操業開始予定）。

■ 11 月、スレポック事後 EIA 報告書の発行。
● 12 月、セサン事後 EIA 報告書の発行。
●月不詳、セサン 3Aダムの 1基目のタービンが稼動。

2007 年
■ 1月、スレポック事後 EIA 報告書をめぐる公聴会の開催。同日、「ベトナ
ム領スレポック川におけるダム建設に関するスレポック流域住民による
声明」の発表。

■ 2月、スレポック 3ダムの建設が始まる（2010 年操業開始予定）。
● 5月、セサン 3Aダム完成。
● 6月、カンボジア水力開発マスタープラン調査が始まる。
● 6月、セサン下流 1ダム、下流 2ダムについて、EVNが実施可能性調査を行うことに、
カンボジア・ベトナム両政府が合意。

● 6月、「ベトナムのセサン川流域水力発電事業によるカンボジア側への環境影響評価報
告書案をめぐる会合について（要請書）」の送付。

● 7月、セサン事後 EIA 報告書の発行、調査結果について公聴会が開かれる。事前の情
報公開が不十分、また被害住民の参加が拒まれたため、NGOも出席を拒否。

● 8月、2か所のダム建設に関して、カンボジア・ベトナム両政府が正式に合意。
■ 8月、深刻な洪水が発生。

2008 年
● 1月、セサン下流 1ダムの実施可能性調査が始まる。
● 1月、セサン下流 2ダムの実施可能性調査が始まる（2009 年建設開始予定、2014 年
操業開始予定）。

■ 2月、スレポック 4ダムの建設が始まる（2010 年完成予定）。
● 3月、セサン共同委員会の協議事項にスレポック川の管理を追加、「セサン・スレポッ
ク川を管理するカンボジア・ベトナム共同委員会」（「セサン・スレポック共同委員会」）
に改称、第 4回会合をベトナムで開催。

■ 4月、ベトナム紙がドライホリン・ニューダムは操業中と報道。
▲ 4月、ラオス政府がナムコン 2ダム事業を承認（建設
完成予定 2012 年）。

● 5月、セサン下流 2ダムの EIA をめぐる公聴会の開催。
▲ 5月、ホアイラムパンヤイダムの実施可能性調査に関
する覚書が交わされる。

■ 6月、中国企業がスレポック下流 3および下流 4ダムの実施可能性調査
を行うためにカンボジア政府と覚書を交わす。

■月不詳、ドゥクスエン本流ダムの実施可能性調査が始まる。
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ラタナキリ州セサン川流域に住む諸少数民族による共同声明
2002 年 11 月 24 日

セサン川はベトナムの中部高原を水源とし、カ
ンボジア国内でラタナキリ・ストゥントレンの 2
州を還流する。ラタナキリ州では、オーヤダオ、
アンドンメヤス、タベン、ブエンサイの 4 郡を流
れるが、この 4 郡には集合村 15 か所、村落 59 か
所が点在している。これらの村落には、少なくと
も 3019 世帯の家族が住み、2 万人の村びとが生
活している。生活・文化・言語は各民族によって
異なる。

1996 年以来、ベトナムのヤリ滝ダムが引き起
こした深刻な洪水で、セサン川流域の自然環境お
よび地域社会には甚大な被害が生じている。

主な被害は以下の通りである。

住民の安全　村びとが多数洪水でいのちを落••
とし、さらに多数の村びとが病気で悩まされ
ている。
食糧確保　河岸で農業を営むことが困難とな••
ったため、食糧不足が年々深刻になっている。
水位・水質　水位の異常変動が農漁業に影響••
し、水質の悪化が皮膚病や住民の不快感につ
ながっている。
魚類　川の淵が埋まり、魚の種類や数が減少••
している。
農業・米作・その他の生産物　水位の異常変••
動と洪水で被害が現れている。
住居と農業施設　各地で家屋などが破壊され••
ている。
家畜と耕作用動物　死亡ないしは行方不明に••
なっている。
漁具・舟　流失・破損している。••
川辺の動物・野鳥　死亡するものがいる。••
動物　畜牛や水牛が死亡し、病気の蔓延で畜••
牛の数が減少している。
漁獲　突発する洪水を恐れて村びとが川中の島••

村びとが発した主な
　声明・宣言・要請文

で休むことを避けるため漁業が衰退している。
川の深度　浸食と堆砂で川底が浅くなっている。••
砂金採取　砂金を採る穴が堆砂で埋まり、砂••
金採取業が衰退している。
有用野生植物　根こそぎになり、枯れてしま••
ったものがある。
河岸　浸食が進み、倒木を引き起こしている。••
伝統文化　生活と生計の破壊で村落内・村落••
間に培われてきた共同体意識がうすれてきて
いる。
乾季の菜園　洪水によって失われている。••
森林　村びとは水田を放棄せざるをえず、食••
料・収入源を森に求めるため森林が失われつ
つある。
川沿いの生活基盤　道路・橋・学校・行政施••
設が破損・破壊されている。

われわれの要求

カンボジア政府は関係機関と協力し、セサン••
川の水力発電ダム、とりわけセサン 3、セサ
ン 4 ダムの建設中止に向けて尽力すること。
セサン川を元の自然な流れに戻すこと。••
ダムを建設した者および建設に資金を提供し••
た者は、被害を受けた村びとの全財産を弁償
すること。
カンボジア政府は、ベトナム政府と交渉して••
解決策を見い出すこと。
メコン河委員会（MRC）をはじめとする関係••
者がラタナキリ州を訪れ、セサン川流域住民
と協議をまじえながら被害を調査すること。

（Representatives of the Ethnic Groups Living along the Sesan 
River of the Four Districts in Ratanakiri, 2002）
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カンボジア北東部漁業フォーラム宣言　2005 年 2月 23 日

2005 年 2 月 22、23 日の両日、セサン川、
スレポック川、セコン川、トンレサップ湖、沿
岸部、メコン河上流域など、カンボジア・ラ
オス・タイ国内各地の河辺・海辺に点在する
村落から 180 名の村びとが、ストゥントレン
州で開催されたカンボジア北東部漁業フォー
ラムに参集した。

2 日間の議論を通して、わたしたちは、以
下の課題が存在するとの認識に至った。

過去数年間、メコン河およびその支流の水
文、とりわけ水質と水位に深刻な異変が生じ
た。なかでも水力発電ダムは、農業・漁業な
ど川に住む人びとの生計に被害をもたらして
いる。

メコン河流域の漁獲高および魚種が減少して
いる。

水力発電ダムの建設が深刻な異変をもたら
し、メコン河流域の生態系や川に住む人びと
の文化・習慣を危機に追い込んでいる。

カンボジアでは、違法漁業の禁止が効果を
あげておらず、違法漁具を使った漁法が見逃
されたままである。地元住民と違法な漁業を
営む者との間で紛争も絶えず、違法漁業の蔓
延で氾濫林の破壊が進行している。

メコン河流域では、水質汚濁 ･ 汚染が加速して
いる。

メコン河上流域では、航路確保のために早
瀬を爆破・除去し、漁業や魚類の個体数、水
質に深刻な影響をおよぼしている。早瀬の除
去は河岸侵食の原因でもあり、メコン河本流・
支流の河岸農業にも被害が出ている。

提言・要求

以上のことから、わたしたちは、メコン河
流域国政府およびメコン河流域で活動する国
際開発機関に対して、次の提言と要求を示す
ともに、わたしたちの立場を明らかにする。

各国政府、その他の関係者は、上記の課題••

を十分に検討し、解決策を講じるよう尽力
すること。
わたしたちは、メコン河流域各国に住む••
すべての人びとが参加できるような、政
府間での公正な政策と協力を支持する。
わたしたちは、不公正な解決策や、開発••
によって社会・経済・環境・文化上の権
利を侵害された地元住民との協議を欠い
た解決策は拒否する。
各国政府は、地元住民間の協力関係を支••
援・強化し、メコン河流域での市民社会
間の連携が実現するよう助力すること。
各国政府は、地元住民が持続可能なやり••
方で、魚類、その他の自然資源を保全・
活用する権利を認めること。
各国政府、その他の関係者は、先住民族••
の文化・習慣・アイデンティティ・生活
様式の価値を認めること。
メコン河流域の自然資源は生態系の一部••
をなし、メコン河流域に住むすべての人
びとの財産である。したがって、流域内
のいかなる国といえども、国境を越えて
生態系に被害をおよぼしうる開発につい
て、単独で決定を下す権限を持つべきで
はない。
各国政府は、メコン河流域の開発計画・••
政策策定・意思決定の過程に、人びとが
参加できるよう努めること。
各国政府は、メコン河流域の情報通信シ••
ステムを構築し、流域に住む人びとが容
易に情報にアクセスできるようにするこ
と。
各国政府と国際開発機関は、過去に被害••
をもたらした開発について説明責任を果
たし、被害住民に適宜公平な補償を実施
すること。
各国政府および関係諸機関は、以上の課••
題に対して真摯に対応すること。

（Representatives of the Riparian Communities 
in Cambodia, Laos, and Thailand, 2005）
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セサン保全ネットワークからフン・セン首相に宛てた要
望書　2005 年 5月 5日

フン ･ セン首相閣下

わたしたちは、ラタナキリ州とストゥントレ
ン州を流れるセサン川沿いに住む 5 万 5000 名
を超える少数民族で、ベトナムのヤリ滝水力発
電ダムによる被害を受けています。その被害の
実情を記した要望書を閣下に送ります。

1996 年から現在に至るまで、わたしたちは
次のような被害を体験してきました。

数回にわたる洪水••
ダム建設中の川の枯渇••
不規則な水位の変動••
水質の悪化••
魚種および生息地の減少（堆砂による淵••
の埋没）
地元住民の文化・伝統への悪影響••
社会的基盤構造の破壊••
河川の生物多様性の喪失••
川に依存した生活ができなくなった多く••
の村びとの離村
水位の異常変動による農業生産の悪化••
ダム建設中の水田・農地の水没••
漁業・砂金採取・河岸農業の衰退••
ダム建設中の人間・家畜の死亡••
河岸の野生植物の減少••
財産・設備・材料・家屋・家畜などの損失・••
紛失
川に依存する動物種の減少••
川の自然な姿の喪失••

以上の問題に対して、わたしたちは次の解
決策を要望します。

閣下に、セサン川を元の流れに戻すよう••
尽力してもらう。
政府に、これ以上ダムを建設しないよう••
尽力してもらう。
ダムを建設する者だけでなく、わたした••
ちにもセサン川の恩恵がもたらされるよ
うにしてもらう。
政府に、セサン川流域住民の過去・現在・••
将来の諸問題を解決する、適切な方策を
考案してもらう。
ダムを建設する者に、下流で生活する住••
民の生命の安全を保障してもらう。
開発を左右する決定を下す前に、地元住民••
が参加できる公聴会の開催を義務付ける。

政府に対して、今回の要請だけでなく、こ
れまでにわたしたちが提出したものもふくめ
て、すべての要請に回答するよう求めます。

上記の件について、閣下が解決策に向けて
尽力して下さるものと思っています。

閣下のご多幸とご成功を祈りつつ。

（Representatives of the Sesan Protection 
Network in Ratanakiri and Stung Treng 
Provinces, 2005）
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セサン・スレポック・セコン保全ネットワークから
フン・セン首相に宛てた要望書　2006 年 5月 4日

フン・セン首相閣下

わたしたちは、ラタナキリ・ストゥントレ
ン両州を流れるセサン・スレポック・セサン
川の流域で生活する村びとで、その大半は先
住民族です。わたしたちは、三河川の上流に
あたるベトナム・ラオスに、一連の水力発電
ダムが建設されることで深刻な被害を受けて
います。

わたしたちはカンボジア政府の長である閣
下に、地元住民の生計への被害を軽減する有
効な解決策を講じていただこうと、こうして
訴えることにしました。

閣下もご承知のとおり、三河川流域に住
む村びとの大半は先住民族で、河川がもたら
す自然資源の恵みに頼ったつつましやかな生
活をしています。ところが、ベトナム・ラオ
ス両政府が、1996 年以来、上流にヤリ滝ダ
ムをはじめとする多くの水力発電ダムを建設
し、これらのダムがわたしたちの生計手段を
直撃し、カンボジア政府の貧困削減の努力を
無に帰しています。新旧にかかわらずダム建
設はいつも、村びとたちをまじえて評価・検
討を下すこともなく、公聴会を開催すること
もなく、被害を受けた住民に補償を支払うこ
ともなく、進められてきました。これまで発
生した深刻な問題は、次のとおりです。

水流と水位の不規則な変化••
頻発する洪水••
水質の悪化••
河岸の侵食と堆砂による川底の上昇••

こうした問題が種々の結果を引き起こし、
貧しいわたしたちの日々の生活に、次のよう
な被害をもたらしました。

魚類の繁殖・生息環境への悪影響••
水産資源の減少と魚類・鳥類・野生生物••
など自然資源の消滅
住民の財産・設備・住居・米の貯蔵庫な••
らびに住民と家畜の生命に対する損失・
損害

農作物と生活基盤、とりわけ交通輸送手••
段への被害
水質の悪化と病気の蔓延••
漁業・砂金採取・河岸農業への被害によ••
る生計手段の喪失
住民の転出・離村••
文化と伝統への悪影響••
森林破壊と土地をめぐる紛争••

三河川流域に住むわたしたちは協議の結
果、この苦難を軽減するために、次の対策が
講じられるべきであると考えます。

河川の流れを自然な状態に戻す。••
大規模ダムの新規建設を禁じる。••
被害住民の権利・利益・生計のための基••
本的ニーズを尊重する。
過去・現在・将来の損失に対し補償を実••
施する。
ダムを建設する者が、最終的に発生する••
被害に対して責務を認め、責任を負う。
あらゆる利害関係者、とりわけ地元住民••
との協議をまじえた、参加型の環境社会
評価を実施する。

わたしたち三河川流域の住民は、閣下がカ
ンボジアに平和・発展・貧困削減をもたらし
た賢明な指導者であり、わたしたちが直面し
ている問題・被害・苦難を深刻に受けとめ、
適切な改善策を講じてくださるものと確信し
ています。

最後に、閣下ならびにご家族のご多幸を祈
り、わが国を将来に向けて繁栄に導いてくだ
さいますようお願いいたします。

敬具

（Representatives of the Sesan, Srepok, and 
Sekong Protection Network in Rattanakiri and 
Stung Treng Provinces, 2006）
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ベトナム領スレポック川におけるダム建設に関するスレポ
ック流域住民による声明　2007 年 1月 12 日

於プノンペン

わたしたちスレポック川流域に住む 1 万 2000
名の村びとは、環境破壊によってすでにさまざま
な被害を体験している。その体験から、ベトナム
政府によるスレポック川上流の水力発電ダム建設
を非常に懸念している。

わたしたちは、スレポック川流域に住む人びと
を代表して、スレポック川のカンボジア側におけ
る環境影響評価をめぐる、今回の関係者会合に参
加できることをうれしく思う。

この機会をかりて、わたしたちの環境や生計手
段に被害をもたらしている問題を列挙する。

水位が不定期に変動し、淵が埋まり、河岸の••
浸食が進行している。
人間も動物も、水質の悪化で健康を保てなく••
なっている。
予測不可能な洪水で、河岸の田畑や村びとの••
財産が失われている。
水流が予測不可能となったため、村びとたち••
が河岸の田畑を放棄し、糊口をしのぐために
離村している。
水産資源が減少し、漁業で生計が立てられな••
くなっている。

諸々の変化が、伝統文化に悪影響をおよぼし••
ている。

上の問題について、わたしたちは次の通り要求
する。

関係者は、上記の問題の解決をはかること。••
スレポック川における水力発電ダムの建設を••
中止すること。
ダムを建設する者は、わたしたちに生命の安••
全を保障し、過去・現在・将来の損害に対し
て補償を行うこと。
住民参加、グッドガバナンス、明確な社会環••
境審査過程が確保できないときには、援助国・
援助機関は、水力発電ダム事業に資金を提供
しないこと。
地元住民のための警報システムを設け、水力••
発電ダムの便益を住民とも共有すること。

上記の問題と要求について、すべての関係者が真
剣に検討した上で賛同することを願ってやまない。

（Representatives of the Srepok Community, 2007）

ベトナムのセサン川流域水力発電事業によるカンボジア側
への環境影響評価報告書案をめぐる会合について（要請書）

　2007 年 6月 30 日
於ラタナキリ

ラタナキリ州セサン川流域住民代表
カンボジア国内メコン委員会殿

わたしたちは、カンボジア国内メコン委員会が、
セサン川の環境影響評価報告書案を審議する目的
で、2007 年 7 月 5 日、プノンペンで会合を開催
すると聞かされています。本件に関して、わたし
たちは、次の質問と要請を提出します。

なぜ、国内メコン委員会は、セサン川流域住••
民をこの会合に招待していないのか。
なぜ、報告書案が、セサン川流域住民に送付••
されていないのか。
国内メコン委員会は、本会合を延期するべき••
である。

国内メコン委員会は、セサン川流域住民の代••
表を会合に招くべきである。
セサン川流域住民の参加なしには、今回の会••
合は無意味である。

カンボジア国内メコン委員会が、上述の点を真
剣に受けとめてくださるよう願ってやみません。

敬具

（Community Representatives Living along the 
Sesan River in Ratanakiri Province, 2007）



メコン・ウォッチは、
メコン川流域国の開発を監視し、
その弊害の回避・軽減に努めるNGOです。

21 世紀に入ってから、援助機関は、開発の最重要目標として「貧困削減」を掲げる
ようになりました。ところが、開発を進めるなかで生じる環境破壊や強制的な立ち
退きなどによって、生活手段や居住場所を奪われる人たちがあとをたちません。開
発は、必ずしも人びとを豊かにするわけではなく、むしろ開発によって人びとが貧
困化し、自分たちの力で生活を成り立たせることができなくなる例がしばしば見受
けられます。

メコン・ウォッチは、メコン河流域国における開発事業や開発政策の影響を監視す
る活動を行っている環境 NGO です。わたしたちの願いは、メコン河流域の人びと
が開発によって被害を受けることなく、河川や森林など豊かな自然資源に根ざした
暮らしを続けられることです。そのために、開発事業によって影響を受ける人びと
との対話を通じて、人びとが直面している問題を理解し、そうした問題を援助政策
決定者・実施者と議論し、政策や計画に反映させる提言活動を行っています。開発
が貧困化をまねかないように調査・監視・提言することは、直接貧困を削減するこ
とと同じくらい、場合によってはそれ以上に、大切な人道的支援であり、住民のエ
ンパワーメント（意思決定権の強化）であると考えています。






